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１．はじめに

　近年、人工知能をはじめとする情報技術の進歩

はめざましく、画像分析やテキスト分析など人工

知能のアプローチを通じて様々な取り組みが行わ

れている。とりわけ直近においては、ChatGPT

な ど の 生 成AIへ の 関 心 が 急 速 に 高 ま っ て い 

る（注１）。

　生成AIに関しては、その有用性などから積極

的に活用しようとの議論もある一方で、技術が含

有する問題点を指摘する声なども存在する。この

ような問題点の指摘は、生成AIのみならず、深

層学習（Deep Learning）など、これまで関心を

集めてきた技術においても同様にみられる。問題

点に関し、例えば、LeCun［2019］は、著書の

冒 頭 で 映 画「2001年 宇 宙 の 旅 」 に お い て

HAL9000が人間の命令を拒絶するシーンを紹介

し、このシーンは、人工知能の問題を劇的な形で

要約していると述べている（注２）。実用化などを

見据えた取り組みを行うに当たっては、技術が含

有する問題、課題に関する議論の重要性は大きい。

それらを含む様々な視点からの議論と並行しなが
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　近年、人工知能に関する取り組みへの関心が高まっており、社会、組織、個人など様々なレベルで議論や試み
などが行われている。本稿では、人工知能について概観する。はじめに、人工知能における議論やファイナンス
との共通点などに触れたのち、会計ファイナンス分野とも関連の深い機械学習、自然言語処理、計算機シミュレ
ーションなどのトピックについて概観する。最後に、人工知能が直面する課題などについて触れる。
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